
第２回 認知症・神経変性疾患の病態、治療、

治療法開発研究の現状と将来展望

日時：令和5年2月19日（日） 10時～12時

場所：愛知学院大学薬学部201講義室

参加費：1000円

（在校生無料、卒業生は同窓会の補助があります）

卒業生に限らず、どなたでもご参加いただけます。

講演内容

「認知症・神経変性疾患の病態と治療法開発へむけた研究」

講師 愛知学院大学薬学部 薬学総合教育講座 教授 築地仁美 先生

「認知症・神経変性疾患の治療法の現状と将来展望」

講師 滋賀医科大学 神経難病研究センター 教授 石垣診祐 先生

主催：愛知学院大学薬学部生涯教育委員会
共催：愛知学院大学薬学部社会連携活動推進委員会

愛知学院大学薬学部同窓会

令和４年度

愛知学院大学薬学部 生涯教育講座

日本における65歳以上の認知症患者数は約600万人（2020年現在）と推計されています。

そして、2025年には約700万人（高齢者の約5人に1人）が認知症になると予測されており、

高齢社会の日本では認知症に向けた取り組みが今後ますます重要になります。薬剤師の立場

からも、患者の早期発見、早期対応ができるよう認知症・神経変性疾患への理解を深め、最新

の治療法と将来の展望ついて学びましょう！

日本薬剤師研修センター 生涯研修として１単位申請中

お申し込みは別紙をご確認ください。


